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検
察
組
織
に
お
け
る
調
査
活
動
費
の
裏
金
流
用
疑
惑
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
三
四
二
号
）
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
刑
事
事
件
発
生
件
数
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

検
察
庁
に
お
け
る
調
査
活
動
費
（
以
下
、
「
調
活
費
」
と
い
う
。
）
の
予
算
額
が
年
々
削
減
さ
れ
、
特
に
二
〇
〇
七
年
の

「
調
活
費
」
が
一
九
九
八
年
と
比
較
し
て
ほ
ぼ
八
分
の
一
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
前
回
質
問
主
意
書
で
詳
細

な
説
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
「
調
査
活
動
費
が
減
少
し
た
の
は
、
公
安
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
調
査
活
動
の
方
法
等
の
見
直
し
を
行
い
、
情
報
収
集
の
多
様
化
・
効
率
化
を
進
め
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
過
去
の
調
査
活
動
費
に
係
る
予
算
は
適
切
に
計
上
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い

る
。
で
は
、
右
答
弁
に
あ
る
、
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
て
ほ
ぼ
八
分
の
一
に
ま
で
「
調
活
費
」
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
公
安
情
勢
の
大
き
な
変
化
と
は
ど
の
様
な
も
の
か
。
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

三

二
の
答
弁
に
あ
る
「
情
報
収
集
の
多
様
化
・
効
率
化
」
と
は
、
検
察
庁
に
お
い
て
情
報
収
集
活
動
が
ど
の
様
な
方
策
を

も
っ
て
ど
の
様
に
多
様
化
・
効
率
化
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

四

一
九
九
八
年
度
は
五
億
五
千
二
百
六
十
万
円
も
の
「
調
活
費
」
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
九
八
年
度
の
時
点

一



で
右
の
様
な
多
額
の
「
調
活
費
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
理
由
に
つ
い
て
、
当
時
の
公
安
情
勢
等
を
含
め
、
詳
細
に
説
明
さ

れ
た
い
。

五

二
〇
〇
七
年
度
の
「
調
活
費
」
の
予
算
は
七
千
五
百
十
一
万
八
千
円
に
な
っ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
七
年
度
時
点
で
右
の
様

に
少
額
の
「
調
活
費
」
し
か
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

六

こ
れ
ま
で
の
答
弁
書
で
検
察
庁
は
「
調
活
費
」
の
裏
金
流
用
を
否
定
し
て
い
る
が
、
一
九
九
八
年
度
と
二
〇
〇
七
年
度
の

予
算
額
を
比
較
す
る
時
、
公
安
情
勢
等
の
変
化
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
過
去
、
必
要
以
上
の
「
調
活
費
」
が
予

算
計
上
さ
れ
、
無
駄
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
受
け
て
の
削
減
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
検
察
庁
の
見
解
如
何
。

七

「
調
活
費
」
予
算
の
削
減
は
、
二
〇
〇
二
年
に
元
大
阪
高
検
公
安
部
長
の
三
井
環
氏
が
実
名
で
検
察
庁
に
お
け
る
「
調
活

費
」
の
裏
金
流
用
を
告
発
し
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


